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研究概要書：公共事業の総合コスト縮減効果評価・管理手法の開発  
                 （プロジェクト研究）  

 

プロジェクトリーダー名：総合技術政策研究センター建設システム課長 佐近 裕之 
技 術 政 策 課 題： 
サ ブ テ ー マ： 
関 係 研 究 部：総合技術政策研究センター建設マネジメント技術研究室 
研 究 期 間：平成１６年度 ～ 平成１８年度 
総 研 究 費：約 ４８百万円 
コ ア： －  
大 枠 テ ー マ 名：ストックマネジメント 

大    分    類：ストックの効率的運用 
      中 分 類：社会的変化への対応 
      小 分 類：利用者便益の評価 

 

１． 研究の概要  
政府は、公共事業の実施にあたって、工事コストだけでなく、環境への影響軽

減などの外部コストの低減を含めた総合的なコスト縮減を目指すこととし、継続

的な取り組みを行っている。しかし、外部コストの貨幣価値換算の原単位が極め

て少ない状況にあり、また外部コストの計測は専門性を要するため、外部コスト

をコスト縮減として評価することは困難な状況にある。 

そこで、本研究は、総合的なコスト縮減の一環で外部コスト低減の効果を評価

可能とするために以下の項目を実施した。①既存の外部コスト計測事例を国内外

から収集・整理した。②外部コストの貨幣価値換算のための原単位を効率的かつ

簡便に作成するための手法を研究した。本手法は、ＡＨＰ手法を活用した手法で

あり、既存の原単位を活用した手法とＣＶＭを活用した手法の２種類を提案し、

２つの手法を実際の原単位作成に適用し、実用化に向けた課題を抽出した。 

 

２． 研究の目的  
外部コストを総合的なコスト縮減として評価できるように、外部コストに関す

る既存の計測事例のデータベースを構築するとともに、新たな原単位作成のため

の効率的で簡便な手法を構築することにより、現場を支援することを目的とする。 
 
３．自己点検結果  

○ 目標の達成度  
３年間のプロジェクト研究として以下に示すとおり①既存の外部コストの計

測事例データベースの構築、②効率的で簡便な原単位作成手法の構築および実用

化に向けた課題抽出、を実施した。 

 

○ 成果  
① 外部コストの計測事例データベースの構築 

外部コストに関する国内外の指針・マニュアル類や研究論文、公共事業評

価の事例から、公共事業の総合コスト縮減効果の評価に適用可能な約 700 事

例を収集し、計測事例毎に評価対象財、機能・効果、計測手法や計測年等を

抽出し、担当者が検索し易いデータベースを構築した。 
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② 効率的で簡便な原単位作成手法の構築 

外部コストの貨幣価値換算のための原単位を効率的かつ簡便に作成できる

手法を構築した。本手法は、ＡＨＰを活用した手法であり、既知の原単位を活

用した手法とＣＶＭを活用した手法の２種類を検討し、２つの手法を実際の原

単位作成に適用し、実用化に向けた課題を抽出した。 

        

社会的コスト縮減

良質な社会資本を低廉な費用で整備・維持

公共事業の総合コスト縮減効果評価・管理手法の開発

コスト縮減新行動指針（H12.9）・コスト構造改革プログラム（H15.9）
社会的コストや時間的コストの縮減等を含めた総合的なコスト縮減を目指す

外部コストの計測事例データベースの構築

効率的で簡便な原単位作成手法の構築

外部コストの貨幣価値換算の実現

工事コスト縮減
ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ縮減

長期的コスト縮減

評価すべき施策・項目の整理

必要な精度

時間的コスト縮減

影
響
範
囲 評価

手法

評価
項目

外部コスト等を含むさまざまなコスト項目を
どのように評価し管理する？

対象
施策

環境資源
大気汚染
騒音・振動

事故
交通渋滞

・・・

CVM
コンジョイント

TCM
ＡＨＰ

ヘドニック
代替法
・・・

外部コスト等を含めた総合コスト縮減効果の評価

総合コスト縮減を目指した施策の促進

ＡＨＰを活用した手法の検討

指針、研究論文等から計測事例の収集
↓

対象財、機能・効果、計測手法等の分析
↓

データベースの構築

総合コスト縮減効果評価・管理手法の開発

 

研究の概要  
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○本研究開発の実施方法・体制の妥当性 

●研究の実施体制  

 総合的なコスト縮減として外部コストの低減を評価する上で、指針等で示

された既存原単位はＣＯ 2排出やＮＯ X排出など一部に限られている状況であ

り、本省技術調査課との打合せにおいても、今後に向けて原単位の整備が課

題であることを共通の認識とした。 

本研究の実施においては、ＡＨＰに詳しい学識経験者から研究の方向性に

ついて適宜指導を受けた。また、外部コストの貨幣価値換算は、総合評価落

札方式の技術点の配点決定にも活用が考えられることから、建設マネジメン

ト技術研究室とも連携して研究を進めた。  

            

 

 

 

 

 

 

         

行政（本省）  
・ 総合的なコスト縮減効果の評価  

手法の検討  

 

        調 整 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土技術政策総合研究所  

   （建設システム課）   

・ 外部コストの計測事例データ  
ベースの構築  

・ 効率的で簡便な原単位作成手法  
の構築  

 

学識経験者  
・ 原単位作成手法の妥当性

・ アンケート調査における

注意事項  
・ 代替案を適切に表現する

工夫  

助 言 

 

 
         連 携  
 
            

 

 

 

 

 

 

国土技術政策総合研究所  

（建設マネジメント技術研究室）

・総合評価落札方式の技術点評価に関

する検討  
 

研究の実施体制  
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●研究の実施方法 

以下のとおり研究を実施した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年度計画と研究費配分 

実施年度 
総研究費 
約４８ 
［百万円］

区分 

（目標、サブテーマ、分野等） 
 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 研究費配分

総合コスト縮減効果評価・管

理手法の概念整理  

 

１ 

 

 

 

外部コストの計測事例デー

タベースの構築 

 

 

 

 

４ 

 

３ 

 
 

  

 

 

 

 

効率的で簡便が原単位作成

手法の構築 

 

 

  

 

 

７ 

 

 

２８ 

 

５ 

 

 

外部コストの計測事例収集

効率的で簡便な原単位作成

手法の検討

評価・管理手法の概念整理  

外部コストの計測事例デ

ータベースの構築  

効率的で簡便な原単位作成

手法の検証

総合コスト縮減効果評価・管理手法の構築  
研究の流れ 

手法の構築  

貨幣価値換算手法の検討  

総合コスト縮減効果評価・管理手法の概念整理 

事例収集  事例収集  事例収集

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

手法検討  

検 証  検 証  検 証

手法の評価  
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○ 上記を踏まえた、本研究開発の妥当性 

本研究のテーマである総合コスト縮減効果の評価・管理手法の構築に向けて、

本研究は、外部コストの簡便な算定手法の構築、提供を目的とし、①外部コスト

の計測事例データベースの構築、および②効率的で簡便な原単位作成手法の構築

を２本柱として実施した。  
 これにより、外部コスト計測事例のデータベースから類似の計測事例を抽出す

ることにより、求める外部コストの貨幣価値の推定や計測手法の検討が可能とな

る。また、本研究で構築した効率的で簡便な原単位作成手法（ＡＨＰを活用した

手法）については、実用化に向けた精度確保等の課題を確認した。  
 
４．今後の取り組み  
効率的で簡便な原単位作成手法（ＡＨＰを活用した手法）は、精度確保等の課

題が確認され、外部コストの低減をコスト縮減として評価・公表するためには、

学識者の指導を得ながら更なる検討が必要と考えられる。  
また、各機関で計測された新たな外部コスト計測事例については、随時、本デ

ータベースに保存し、今後の外部コスト検討のための基礎資料として有効活用す

ることが望ましい。  
今後、外部コストの計測事例データベースの情報量確保、および効率的で簡便

な原単位作成手法の精度の向上を図ることにより、総合評価落札方式の技術点の

配点決定や、事業評価にも幅広く活用することが期待できる。  
                             以 上  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－23－



【
事

後
評

価
】

研
究

成
果

及
び

活
用

様
式

C
［
事

後
］

研
究

成
果

研
究

成
果

の
活

用
及

び
活

用
方

針
（
施

策
へ

の
反

映
・
効

果
等

）
成

果
目

標
の

達
成

度
備

考

計
測

事
例

の
収

集
・

分
析

外
部

コ
ス

ト
に

関
す

る
国

内
外

の
指

針
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

、
研

究
論

文
、

公
共

事
業

評
価

の
事

例
か

ら
、

公
共

事
業

の
総

合
コ

ス
ト

縮
減

評
価

に
適

用
可

能
な

約
7
0
0
事

例
を

抽
出

し
、

評
価

の
対

象
と

な
っ

た
財

お
よ

び
機

能
、

計
測

方
法

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

人
数

や
特

徴
、

調
査

実
施

者
な

ど
を

分
析

・
整

理
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
上

記
を

踏
ま

え
、

実
用

に
資

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
。

効
率

的
で

簡
便

な
原

単
位

作
成

手
法

の
構

築
一

般
的

な
外

部
コ

ス
ト

計
測

手
法

の
課

題
を

踏
ま

え
、

効
率

的
で

簡
便

な
「

Ａ
Ｈ

Ｐ
を

活
用

し
た

手
法

」
の

モ
デ

ル
を

構
築

。

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
に

よ
る

検
証

・
評

価
「

Ａ
Ｈ

Ｐ
を

活
用

し
た

手
法

」
に

よ
り

外
部

コ
ス

ト
の

原
単

位
作

成
を

試
行

し
、

実
用

に
向

け
て

同
手

法
の

課
題

を
抽

出
。

効
率

的
で

簡
便

な
外

部
コ

ス
ト

原
単

位
作

成
手

法
の

構
築

△

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
お

い
て

類
似

の
計

測
事

例
を

抽
出

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
求

め
る

外
部

コ
ス

ト
の

貨
幣

価
値

の
推

定
や

計
測

手
法

の
検

討
等

が
可

能
に

な
る

。
外

部
コ

ス
ト

の
新

た
な

計
測

値
は

、
随

時
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

追
加

す
る

。

効
率

て
簡

便
な

「
Ａ

Ｈ
Ｐ

を
活

用
し

た
手

法
」

は
、

精
度

向
上

等
の

課
題

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
実

用
に

向
け

て
更

に
検

討
が

必
要

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
。

研
究

の
成

果
目

標

外
部

コ
ス

ト
の

計
測

事
例

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

研
究

課
題

名
：
公

共
事

業
の

総
合

コ
ス

ト
縮

減
効

果
評

価
・
管

理
手

法
の

開
発

 （
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
）

○

＜
成

果
目

標
の

達
成

度
＞

　
◎

：
十

分
達

成
で

き
た

。
　

○
：
概

ね
達

成
で

き
た

。
　

△
：
あ
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で
き

な
か

っ
た

。
　

×
：
達

成
で

き
な

か
っ

た
。
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